
学校番号

　　　

学校名

その他

教職員 保護者 教職員 地域住民等 生徒 （　　　）

８人 人 １人 人 人 人

半場　教子

　　　１３時　　　５０分　～　　１４時　　４０分

参加者　　高校教育課主事、教頭、授業者　の３名

・生徒の主体的な考えが取り入れられていた→黒板に記入し、共有してもよ
　かったのではないか
・本時に学習するべきことが、生徒は得られていた
・時間を見ながら指名する生徒を選択することも必要
・生徒からの疑問を拾いながら説明できるとよかった

９人

・本時の学習目標が達成できたことは、生徒が生活を主体的に営むための成果
となった。
・少ない単位数の中で、他分野と絡めての授業展開は今後の課題である。
・生徒がイメージすることが難しい単元であるが、消費者教育の一環としてよ
り深い学びにする工夫が課題である。

成果と課題

授業研究会
の時間･参加
者の範囲･参
加人数・参
加者から出
された主な
感想･意見

授業参観者数

校外の人々
の参観にあ
たって特に
配慮した取
組

（別紙様式５）

平成29年度「校外へ公開する研究授業」実施報告書
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課程（全）長野県蘇南高等学校

授業公開
対象者

1学年　家庭基礎

平成　２９　年　１１　月　２０　日 （月）

公開学年・公
開教科（公開

授業名）

授業者名

・各種関係機関に初任研・研究授業の依頼状を送付した。

形　　態
　初任研・中堅研・教育課程研究委員会・
　小中高算数･数学研究会・その他（　　　　　　）（○をつける）

　１２時５０分～　１３時４０分　（　　４　　時限）

実施年月日(曜)

合計
校内 校外

授業時間(時限)

どなたでも


